



















（ 1 ） 本論文は、日本基督教学会近畿支部会（2010年 3月 25日、神戸松蔭女子学院大学）において発表さ
れ、『神学研究』の掲載のため、多少の加筆訂正が加えられている。
（ 2 ） 代表的なウェスレー神学者であったアウトラーは、ウェスレーを「文化神学者」（a theologian of cul-
ture）あるいは「民衆神学者」（a folk theologian）として呼んでいる。Albert C. Outler ed., John Wesley, 
New York : Oxford University Press, 1964, p.119. Albert C. Outler, Theology in the Wesleyan Spirit, Nashville: 
Tidings, 1975.p.3. 等を参照。
（ 3 ） Green, Richard, John Wesley : Evangelist, London : The Religious Track Society, 1905.
（ 4 ） Wood A. Skevington, The Burning Heart : John Wesley, Evangelist, Bethany Fellowship, 1967.
（ 5 ） Albert C. Outler, Evangelism in the Wesleyan Spirit, Nashville: Tidings, 1971.
（ 6 ） アウトラーの死後、ウェスレーの精神における福音伝道（Evangelism in the Wesleyan Spirit）と神学
（Theology in the Wesleyan Spirit）についての二つの本は一冊にまとめられ、合本の形で再発刊される。
Albert C. Outler, Evangelism & Theology in the Wesleyan Spirit, Nashville: Discipleship Resources, 1996.






























（ 8 ） 敬虔主義については、Carter Lindberg ed., The Pietist Theologians, Blackwell, 2005. M.シュミット著・小
林謙一訳、『ドイツ敬虔主義』、教文館、1992年、デイル・ブラウン著・梅田與四男訳、『敬虔主義：
そのルーツからの新しい発見』、キリスト新聞社、2006年などを参照。
（ 9 ） これに関しては、Newton, The Ecumenical Wesley, The Ecumenical Review 24 (April 1972), pp.160-175, 
Donald A.D. Thorsen, The Wesleyan quadrilateral, Grand Rapids, Mich. : Zondervan Pub. House, 1990（特に、














　まず、敬虔主義の創始者とも言えるシュペーナー（Philipp Jakop Spener, 1635-1705）
は、宗教改革以後 17世紀プロテスタント正統主義がスコラ主義の影響を受けて、よ
り教条主義的になっている事に問題点を覚え、心から体験する信仰の熱情を慕うよう
になった。シュペーナーは言わば「教会内の小さな教会」（ecclesiola in ecclesia : 
Collegia Pietatis）運動を展開したのである。シュペーナーの「教会内の小さな教会」
運動が、後にウェスレーによってホーリクラブ（Holy club）という形で、オックス




で、決定的な影響を与えたのは、アウグスト・フランケ（August Hermann Francke, 










会」（The Society for the Propagation of the Gospel in Foreign Parts, SPG）の創設を認める
国王ウィリアム 3世の勅許が 1701年に発布された。実際、ウェスレーが 1735年出発
（10） George Croft Cell, The Rediscovery of John Wesley, New York : Henry Holt and Company, 1935.
（11） Ibid., p.142
（12） John Wesley, ed by F. Baker, The Works of John Wesley (以下、BE), vol.25 Letters I, 1980, Oxford : Clarendon 


























（13） これに関しては Hunsicker, David., John Wesley: Father of Today's Small Group Concept?, Wesleyan Theo-
logical Journal, v.31, no.1, Spring, 1996, p.196の注を参照。
（14） David J. Bosch, Transforming Mission-paradigm Shifts in Theology of Mission, New York : Orbis Book, 1991, 
p.252-255. 宮本憲、「モラヴィア派とその海外宣教事業－近代プロテスタント宣教運動の起源に関する
一考察－」『キリスト教論藻』、vol.41、神戸松蔭女子学院大学キリスト教文化研究所、2010年、55項。
（15） Propagation of the Gospel in the East : Being an Account of the Success of Two Danish Missionaries.　これの
原題はMerkwürdige Nachricht aus Ost-Indienである。ここではこの書物だけ紹介したが、実際ウェス
レーがハレの敬虔主義に影響されたものにはそれ以外にも August Hermann Francke, Nicodemus : Or, A. 
Treatise against the Fear of Men, trans. by A.W. Böhme, London, 1706. August Hermann Francke, Pietas 
Hallensis, trans. by A.W. Böhme, London, 1707.などがある。
（16） BE, vol.19 Journal and Diaries, p.285.
（17） BE, vol.18 Journal and Diaries, p.489.




































（20）ウェスレーがモラビア派に影響を受けたことに関しては、Clifford W. Towlson, Moravian and Methodist, 
London : The Epworth Press, 1957を参照。
（21） 宣教学者ボッシュは敬虔主義者が「自発性の原理」（principle of voluntarism）を宣教に導入したと指
摘している。David J. Bosch, op.cit., p.253.



















（24） ウェスレーの霊性についての基本的な文献は、John Wesley, A Plain Account of Christian Perfection, Lon-
don : Epworth press, 1952 (1987printing) (以下、Plain Account), Robin Maas, Wesleyan Spirituality, in Robin 
Maas and Gabriel O'Donnell eds., Spiritual Traditions for the Contemporary Church, Abingdon Press/Nashville, 
1990, pp.303-319., Frank Whaling ed., The Classics of Western Spirituality, John and Charles Wesley: Selected 
Writings and Hymns, New York : Paulist, 1981., David Lowes Watson, Methodist Spirituality, Kenneth J. Col-




（25） Frank Whaling ed., The Classics of Western Spirituality, John and Charles Wesley: op.cit., p.13.
（26） Ibid., p.64.
（27） Plain Account, pp.5-6.
（28） ところが、この時期に関してはウェスレー自身の表現さえ一貫性がない。例えば、ウェスレーは自分
の回心日であった 1738年 5月 24日の日記において、1725年 22歳の時、トマス・ア・ケンピスの著
書を読み、感動を受けたと記し BE, vol.18 (Journal and diaries), p.243., Wesley. John, W. Reginald Ward，
Richard P. Heitzenrater eds., Nashville : Abingdon, 1988、後の著作『キリスト者の完全に関する平易な解
説』では 1726年に読んだと記述している（Plain Account, p.5）。
 また、日記にはテイラーについての言及がないが、Plain Accountではテイラーの本をア・ケンピスよ
り一年前に読んだと記している。この件に関して、私はウェスレーの若い時の状況を比較的に詳しく
描いているラック（Rack）の見解、すなわち 1725年 5月にはア・ケンピスの書物を、そして同年 6
月にはテイラーの書物を、さらにローの書物は 1730年末読んだという考えに従う（Henry D. Rack, 
Reasonable enthusiast : John Wesley and the rise of Methodism, London: Epworth Press, 1989, p.73）。
（29） Plain Account, p.5.


























（31） この年についてもいろいろな見解があるが（注 28を参照）、ここでは A Plain Account of Christian Per-
fectionに従って記す。
（32） ウェスレー自身はこれを A Plain Account of Christian Perfectionの中で『キリスト者の規範』（Christian's 
Pattern）と表現しているが、実際にこれは『キリストに倣いて』（Imitation of Christ）を指すことであ
る。
（33） これらの完全なタイトルは、『キリスト者の完全に関する実践的論文』（A Practical Treatise upon Chris-
tian Perfection, 1726）と『敬虔なきよき生への真剣な招き』（A Serious Call to a Devout and Holy Life, 
1729）であった。ウェスレーとローの関係についてより包括的な論議のためには、J. Brazier Green, 
John Wesley and William Low, London : Epworth Press, 1956を参照。
（34） Plain Account, p.6.　ところが、実際ウェスレーはローの影響を強調しなかった。それは彼が多様な書
物を読み、また実際的な面あるいは行動を強調したゆえ極端的な神秘主義に陥らなかったからであ
る。1738年 5月という大切な時にウイリアム・ローと手紙をやり取りしたことについては、Telford. 
John ed., The letters of the Rev. John Wesley, Standard edition, vol. I, London : The Epworth Press, 1931, 
pp.238-244を参照。
（35） ウェスレーと神秘主義との関係については、Robert G. Tuttle, Mysticism in the Wesleyan Tradition, 
































（38） イギリス国教会に関する霊性については、William J. Wolf, ed., Anglican Spirituality, Morehouse-Barlow 
Co, 1982.（W.J.ウルフ編・西原廉太訳『聖公会の中心』聖公会出版、1995年） そして H.R.McADOO, 
Anglican Heritage : Theology and Spirituality, Canterbury press, 1997., John N. Wall, Anglican Spirituality, in 
Robin Maas and Gabriel O'Donnell eds., Spiritual Traditions for the Contemporary Church, Abingdon Press/
Nashville, 1990, pp.269-286などがある。

































（46） ウェスレーの聖霊論に関する書物としては［L.M. Starkey, The Work of the Holy Spirit – A Study in 











（51） このようなウェスレーの説教の順番は、Albert C. Outlerが編集した The Works of John Wesley (BE), 
































（53） Robin Maas, op. cit., p.310-311.
（54） Plain Account, p.5.
（55） Robin Maas, op.cit., pp.311-312.

































（58） Albert C. Outler, Evangelism & Theology in the Wesleyan Spirit, op.cit.,p.128.
（59） BE, vol. 3, Sermon 84: The important question,p.189.
（60） ウェスレーの回心は、注 30に書いてある通りに二つあるが、ここでは 1738年起こった第二の回心、
言わばアルダスゲイトの福音的回心を指している。
（61） 'I felt my heart strangely warmed'
（62） BE, vol.18, p.249-250.
136－　　－
宣教のわざとしてのＪ．ウェスレーの霊性について



























（63） Wesley. John (by), Thomas Jackson (ed.), The Works of the Rev. John Wesley, vol.8, London : Wesleyan Meth-




周年記念 J.ウェスレー全集」（The Bicentennial Edition、BE） vol.1-4に収録されている。






























（67） Jennings, Theodore W.Jr., Good News to the Poor : John Wesley's Evangelical Economics, Nashville: Abingdon 
Press, 1990.を参照。
（68） BE, v.19, Journal and diaries, p.46（1739年 4月 2日）
（69） BE, v.22, Journal and diaries, p.348（1772年 9月 6日）
（70） 初期ウェスレーの伝記作家である John Hampsonはウェスレーの伝道旅行の日記や手紙を徹底的に調
査し、彼が旅行した道路の距離を計算し、ウェスレーの旅行距離や説教の回数に関する統計を正確に













































































（73） Theodore Runyon, The New Creation : John Wesley's theology today, Nashville : New York : Abingdon Press, 
1998.（特に、著者が主張しているように、6章（Wesley for today）を中心に参照）。
